
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お名前 ご連絡先 

ご意見やお困りごとなど 

市政へのご意見やお困りごとがございましたらお気軽にご連絡ください →FAX 048-677-1676 

昭和 62年 12月 3日生まれ。 
●上智大学法学部卒 
●首都大学東京社会人類学教室修了。 
国連UNHCR協会職員などを経て、 
衆議院議員公設第一秘書を務める。 

大学在学中に市民団体を設立し、子どもたちの放課後を考える団体
など複数の団体の運営に携わってきた。2017 年に上尾市議会議員
に当選（現在2期目）。健康福祉常任委員会委員長、子ども・子育て会
議委員、健康づくり推進協議会委員、環境審議会委員など。 
家族：妻、長男（８才）、長女（７才）、次男（５才） 

えびはら直矢プロフィール 

「働く人が安心して暮らせるまち」をつくるために取り組んできたこと 

torikun 

テーマ 

働く人の子育て・介護 市民の声を形に 

政策冊子・LINE公式アカウントを作成しました。 

『「理想のまち」を、あなたとともに。』を基本理念とし

て、４年間の活動で実現してきたことやこれから取り

組みたいことをまとめた政策冊子を作成しました。 

 

こちらの二次元 

バーコードから 

ご覧いただけます。 

LINE公式アカウントをはじめました。 

活動報告、イベント情報などをお届けいたします。ぜひお友達登録 

いただき、ご友人やお知り合いの方にも広げてください。 

 

▶ QRコードをスキャンしていただくと登録していただけます。 

子育てしながら働く人の支援 

■幼稚園児を一時預かりの対象に 

■朝・夜の小学生の預かりの必要性について調査 

■ベビーシッター利用について市ホームページに掲載 

介護などをしながら働く人の支援 

■総合的な相談を受ける福祉総合相談窓口を設置 

■地域包括支援センターを大型商業施設で周知 

■認知症初期集中支援チームについて周知を強化 

女性・若者の支援 

■養育費についての相談窓口を市ホームページに掲載 

■生理休暇について商工会議所と連携して周知 

■若者の伴走型支援の実施 

疾病や困難を抱える方への支援 

■立位保持困難な方への乳がん検診助成の実施 

■難病患者に対する施策の推進 

■犯罪被害者の方々への見舞金支給を開始 
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働く人が安心して暮らせる街へ 
相談窓口を夜間・休日に開設を 

母親 ４４．７％ 

父親 ５７．０％ 

 

えびはら直矢市政報告 

上尾市議会議員〈政策フォーラム・市民の声あげお〉 

仕事を休まなくても相談ができるよう体制を整備すべき 

これまで市民の皆さんと市の事業について対

話をしてきたなかで、多くの方からご意見をいた

だいたのが、「市の相談窓口を夜間や休日に利

用できるようにすべき」という点です。 

現在、上尾市のほとんどの相談窓口は平日の

日中のみに開設されており、その時間に働いて

いる方などには利用しづらい状態となってしまっ

ています。例えば、ひとり親相談を受け付けてい

る子ども家庭総合支援センターで対面での相談

ができるのは市役所の開庁時間内（午前８時３

０分から午後５時）のみですが、厚生労働省の

調査によればひとり親世帯のうち平日仕事をし

ている場合にはほぼ半数の世帯で帰宅が午後

６時以降であり開庁時間内に相談することが難

しく、窓口を利用するには仕事を休まなければ

なりません。 

また、福祉に関する複合的な相談を受け付け

る『ふくしの窓口』や生活に困った際に相談をす

る『くらしサポート相談窓口』も開庁時間内しか

相談を受け付けていません。 

子育てや福祉、生活困窮といった相談は、言

うまでもなく先延ばしにすればするほど状況が

悪化していきます。問題が起きたときに相談で

きるよう、平日日中のみの相談事業について、

必要な方が相談できるよう、相談時間の平日夜

間や休日への拡大を求めていきます。 

さいたま市子ども家庭総合センターを視察 

キーワード 

ふくしの窓口 

『福祉総合相談窓口』と呼ばれる、福祉に関す

る相談を伺い、適切な相談窓口につないだり、利

用可能な制度などについて案内する窓口。 

どの窓口に相談したら良いかわからない場合

や、複数の課にまたがる相談など、複合的な相談

を受け付けている。 

データでみる 

ひとり親世帯の帰宅時間 

１１/11 
午後６時から 

土 
この４年間取り組んできた市政課題の改善の実績や、『市民と議

員の共同政策』の進捗についてご報告いたします。 

文化センター 
３０１集会室 

『市民の声あげお』市政報告会 

（参照）厚生労働省『全国ひとり親世帯等調査結果』 

ひとり親世帯で、仕事で午後６時以降に帰宅する割合 

上尾市のひとり親世帯数（約１９６０世帯（令和２年））を
もとに試算すると市内でも９００世帯以上の方が 
相談することが困難な状態にある可能性がある。 


